
都市再生整備計画(第2回変更)
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 530 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ Ｈ23 Ｈ28

人 Ｈ22 Ｈ28

％ Ｈ23 Ｈ28

％ Ｈ23 Ｈ28

・富士市は、明治に入り殖産興業の奨励により、茶業や桑、三椏栽培などが盛んになり、また豊富な湧水を活用しての製紙工業が発展してきた
・明治42年には、東海道本線富士駅が設置され、その後富士と甲府を結ぶ身延線が開通し、より広域な人・物・文化などの交流が活発に行われ、商工業を中心に発展してきた
・富士駅周辺地区は、この東海道本線富士駅を中心に、富士市の玄関口として、業務・商業の集積した旧富士地区の中心的な役割を担ってきた
・昭和41年に旧吉原市、旧富士市、旧鷹岡町の2市1町が合併し、さらに平成20年には旧富士川町と合併して現在の富士市がスタートしたが、当地区は合併後も富士市の中心的市街地を形成している
・国・県の施設も含め、数多くの公共施設が配置され、平成20年には、富士市交流プラザ、西図書館、平垣公園が整備され、新たな人の流れ、交流が生まれ、多くの市民に親しまれている
・近年のモータリゼーションの進展や動線の変化、市民生活・ニーズの多様化、商業機能の郊外部へのシフトなどを背景に、人を惹きつける都市の魅力が薄らいできている
・近年では防犯、防災、交通安全、環境美化等をはじめとした様々なコミュニティ活動が地域で行われており、まちづくりセンターを拠点とした「活力ある地域づくり」が求められている
・2011年3月に発生した東日本大震災を機に、防災に対する興味、関心が高まり、とりわけ学校施設においては、天井落下防止など避難施設としての防災機能強化が求められている

・近年、生活にゆとりや潤いが少なくなり地域社会の連携が薄らいでおり、地域コミュニティの希薄化が懸念されていることから集い・学び・繋ぐ地域の交流の場の創出が必要である
・市民と行政が協働で地域コミュニティに寄与する取組が急務である
・モータリゼーションの進展や、富士駅周辺の道路網や駐車場機能等の脆弱さにより、交通結節点としての機能が低下している
・高齢者や障害者をはじめとした交通弱者への配慮の行き届いた円滑に移動できる環境づくりや交通事故減少に寄与するような交通環境の整備が必要である
・地震や洪水などの災害に対し地域の安全に寄与し、地域防災の拠点および、避難施設となる施設の整備を行い、早急に防災活動の推進を図る必要がある

【第五次富士市総合計画（平成23年3月策定）】
・総合的な市街地の再生整備、土地の高度利用の促進、商業・業務機能や、文化・行政機能等の複合的な集積を図る
・歩行者・自転車空間の形成、街並み景観の誘導・形成、魅力ある商業地づくりやまちなか居住を促進し、奥行きのある都市軸を形成する

【富士市地域防災計画（平成20年度修正）】
・防災拠点及びその他の市有施設の機能が十分発揮できるよう装備の充実強化を図る

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

計画期間 交付期間 28

大目標：『地区住民の交流拠点、文化情報の発信拠点、防災の対応拠点を整備し、地区内の拠点性の向上を目指す』
小目標：「豊かで充実した人生を送るための学びの場と機会の拡充を図り、市民活動団体を支援し、市民と行政の協働のまちづくりを目指す」
小目標：「道路環境の向上を図り、地区内の移動の円滑化および交通安全の確保を目指す」
小目標：「地区住民と行政が連携し防災対策を強化し、防災活動の潤滑化を図り、災害に強いまちづくりを目指す」
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富士駅北・南まちづくりセンター・富士第二小学校屋内運動
場の防災拠点としての満足度

防災対策の強化 25

78,000まちづくり活動への参加者数 地区住民と行政の協働のまちづくりの推進

道路環境の向上

55

36

50

防災拠点満足度

まちづくりセンター利用満足度 富士駅北・南まちづくりセンターの利用満足度 拠点性の向上、学びの場と機会の拡充 26

12

まちづくり活動参加者数 71,807

交通環境満足度 地区内の交通環境満足度



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・まちづくりセンターにおいては、地区防災の拠点施設としての役割を強化し、最大限の活用を図る
・災害時の避難路としての整備を実施し、迅速な防災活動の推進を図る
・災害時の地区内住民の避難場所として安全・安心な避難対応が図れるよう、改修を行う。

■基幹事業
・道路：本町二丁目3号線歩道整備事業
・高次都市施設：富士駅北まちづくりセンター建設事業
・高次都市施設：富士駅南まちづくりセンター建設事業
○関連事業
・富士第二小学校屋内運動場天井改修事業

・富士駅周辺地区　都市再生整備計画（交付期間：平成18年度～平成22年度）フォローアップ予定：平成23年度～平成24年度

方針に合致する主要な事業

・地区住民に対する学びの場の提供をするために、まちづくり活動促進や生涯学習施設機能拡充、移動円滑化等の利便性向上による利
用増進等、まちづくりセンタ―としての役割を強化し、最大限の活用を図る
・施設新設にあたり、資源環境や子育て環境にも配慮し、更なる拠点性の向上や利用拡大を図る

■基幹事業
・高次都市施設（地域交流センター）：富士駅北まちづくりセンター建設事業
・高次都市施設（地域交流センター）：富士駅南まちづくりセンター建設事業
○関連事業
・富士市の顔づくり推進事業

・「快適で安全に暮らせるまち」「車を停めて家族で歩いて楽しめるまち」を目指し、幹線道路と生活道路の機能分担を図り、移動円滑化に
繋がる基盤整備を行う

■基幹事業
・道路：本町二丁目3号線歩道整備事業
・道路：本町8号線道路案内標識設置事業
・道路：臨港富士線自転車道整備事業
・道路：田子浦鷹岡線舗装改良事業
・道路：歩道橋塗装事業【加島町歩道橋】
・道路：歩道橋塗装事業【平垣本町歩道橋】
・バリアフリー環境整備促進事業：富士駅周辺地区バリアフリー基本構想策定業務
□提案事業
・地域創造支援事業：歩道橋塗装事業【国久歩道橋】
○関連事業
・富士駅南口田子浦線整備事業
・富士市の顔づくり推進事業
・コミュニティバス運行事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 富士市 直 L=80m Ｈ26 Ｈ27 Ｈ26 Ｈ27 22 22 22 22

富士市 直 1基 Ｈ25 Ｈ25 Ｈ25 Ｈ25 6 6 6 6

富士市 直 L=450m Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 7 7 7 7

富士市 直 L=420m Ｈ26 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ28 63 63 63 63

富士市 直 1橋 Ｈ27 Ｈ27 Ｈ27 Ｈ27 10 10 10 10

富士市 直 1橋 Ｈ26 Ｈ26 Ｈ26 Ｈ26 8 8 8 8

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 －

（地域交流センター） 富士市 直 A=1,200㎡ Ｈ24 Ｈ27 Ｈ24 Ｈ27 754 754 754 754

（地域交流センター） 富士市 直 A=440㎡ Ｈ26 Ｈ27 Ｈ26 Ｈ27 194 194 194 194

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業 富士市 直 A=100ha Ｈ25 Ｈ25 Ｈ25 Ｈ25 4 4 4 4

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,068 1,068 1,068 1,068 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
富士市 直 1橋 Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 8 8 8 8

富士市 直 － Ｈ28 Ｈ28 Ｈ28 Ｈ28 4 4 4 4

－

－

－

合計 12 12 12 12 …B
合計(A+B) 1,080

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
富士駅南口田子浦線整備事業 富士駅南 富士市 国土交通省 L=320m ○ H24 H28 1,000

富士市の顔づくり推進事業 富士駅周辺 富士市 － － ○ H20 H32 19

富士市 国土交通省 L=15.9km ○ H22 －

富士市 文部科学省 A=875㎡ ○ H26 H26 27

合計 1,046

規模
（参考）事業期間

うち民負担分

自転車歩行者道整備 臨港富士線

道路案内標識設置 本町8号線

舗装改良

歩道整備 本町二丁目3号線

田子浦鷹岡線
塗装補修 加島町歩道橋

交付対象事業費 1,080 交付限度額 432.0 国費率 0.40

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
細項目

交付期間内事業期間

塗装補修 平垣本町歩道橋

高次都市施設 富士駅南まちづくりセンター

高次都市施設

－

高次都市施設 富士駅北まちづくりセンター

－

－

富士駅周辺地区

住宅市街地
総合整備
事業

事業
交付期間内事業期間

うち民負担分
事業箇所名 事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間
細項目

－

地域創造
支援事業

歩道橋塗装 国久歩道橋

事業活用調
査

事業効果分析調査 －

コミュニティバス運行事業 富士駅北

富士第二小学校屋内運動場天井改修事業 富士第二小学校

－

事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業

－



まちづくりセンター利用満足度 （％） 26 （H23年度） → 50 （H28年度）

まちづくり活動参加者数 （人） 71,807 （H22年度） → 78,000 （H28年度）

交通環境満足度 （％） 12 （H23年度） → 36 （H28年度）

防災拠点満足度 （％） 25 （H23年度） → 55 （H28年度）

　富士駅周辺地区（静岡県富士市）　整備方針概要図

目標

『地区住民の交流拠点、文化情報の発信拠点、防災の対応拠点を整備し、地区
内の拠点性の向上を目指す』

「豊かで充実した人生を送るための学びの場と機会の拡充を図り、市民活動団体
を支援し、市民と行政の協働のまちづくりを目指す」

「道路環境の向上を図り、地区内の移動の円滑化および交通安全の確保を目指
す」

「地区住民と行政が連携し防災対策を強化し、防災活動の潤滑化を図り、災害に
強いまちづくりを目指す」

代表的な

指標

○ 関連事業

富士市の顔づくり推進事業

○ 関連事業

コミュニティバス運行事業

■ 基幹事業 高次都市施設

富士駅北まちづくりセンター建設事業
□ 提案事業

歩道橋塗装事業（国久歩道橋）

■ 基幹事業 道路

歩道橋塗装事業（平垣本町歩道橋）

□ 提案事業

事業効果分析調査
■ 基幹事業 道路

臨港富士線自転車道整備事業

■ 基幹事業 バリアフリー環境整備促進事業

富士駅周辺地区バリアフリー基本構想策定業務

■ 基幹事業 道路

本町８号線道路案内標識設置事業

■ 基幹事業 高次都市施設

富士駅南まちづくりセンター建設事業

■ 基幹事業 道路

歩道橋塗装事業（加島町歩道橋）

凡 例

基幹事業

提案事業

関連事業

■ 基幹事業 道路

本町二丁目３号線歩道整備事業
■ 基幹事業 道路

田子浦鷹岡線舗装改良事業

○ 関連事業

富士第二小学校屋内運動場天井改修事業

○ 関連事業

富士駅南口田子浦線整備事業


